
様式3－5

検査日：平成　　年　　月　　日

工事件名：　　　　　　　　　　　　　　　　

弛度測定記録

-

-

 ①計算弛度に対し（0～+　 ％以内）

（0～+　 ％以内）（0～+　 ％以内）

（0～+　 ％以内）であること。

 ②相間不揃いは（　 mm）の範囲

（　 mm）の範囲（　 mm）の範囲

（　 mm）の範囲で、水平導体不揃いは（±　 mm）の範囲以内

（±　 mm）の範囲以内（±　 mm）の範囲以内

（±　 mm）の範囲以内であること。

※目標値記入

検査装置（角度法の場合）

注：１．弛度は小数第３位を四捨五入し，小数第２位までの記入とする。

　　２．基準相（＊）の記入は，完全プレハブ時に記入する。

弛度調整金具取付位置
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処置・確認記録

（全体評価・コメント）
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